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（本校が期待されている社会的役割）
　国家社会の形成者として必要な一般的教養及び農業に関する専門的技術と科学的態度を身に付け、あわせて
明るい社会づくりに貢献しようとする人材の育成を図る」を教育目標とし、植物の栽培・食品の加工など特色
ある教育を通して、農業に関する専門的知識・技術、自然を愛する心と好奇心、科学的な思考力、友情を育む
心と協調の精神を備えた生徒を育成します。

スクール・ミッション

３つの方針（ポリシー）

（育成を目指す資質・能力に関する方針）
　「学ぶ楽しさ、知識・技術の習得の意義、働く意義を見つけ、社会の中に居場所を作り自立して生活できる社
会人」、「自己の価値や命の大切さを知り、自他の人権を尊重しようとする社会人」の育成を目指し、次の三つ
の力を育てていきます。
➀　一般的教養及び農業に関する専門的知識・技術を自律的に学習できる力
➁　目標に向かって物事に主体的に取り組み努力する力、科学的な思考力
➂　思いやりの気持ちを持ち、適切にコミュニケーションを図る力

グラデュエーション・
ポリシー

（教育課程の編成及び実施に関する方針）
➀　少人数・習熟度別授業、外部人材の活用、オンライン学習などにより、生徒一人一人に対応したきめ細やか

な指導を実施します。また、キャリア教育の視点に立ち、身に付けさせたい力を意識した教育活動を実践し
ます。

➁　課題解決型学習により、生徒が自ら問題を見つけ、さらにその問題を自ら解決する能力を育成します。
➂　本校が綱領に掲げる「誠実、勤勉、自主、協調」の精神と健康を育む農業教育、学校行事、地域連携活動を

実践します。
➃　学修の成果は、知識・技能（技術）、思考力・判断力・表現力、主体的に学習に取り組む態度の三観点で、

到達目標への到達度で評価します。

カリキュラム・
ポリシー

（入学者の受け入れに関する方針）
➀　花や野菜の栽培、食品の製造などを実際的に学ぶことに興味のある生徒
➁　植物、自然環境、食品に興味・関心を持ち、学習への意欲のある生徒
➂　他者に対する思いやりがあり、周囲の人々とより良い関係を築こうとする生徒、農業の学習に興味・関心を

もち、進んで学習できる生徒

アドミッション・
ポリシー

農業鑑定 点字図書館植栽 収穫祭 食品製造



実習を通して総合的判断を育む
「野菜」「草花」では植物を育てる感動や農業の大切さ
を学び、「食品製造」「園芸デザイン」では作る喜びを
実感できます。
静かな環境・少人数授業
国語・英語・数学の習熟度別授業は一人一人の学力に合わ
せて、基礎・基本から発展まで学習することができます。

 第１時限 １７：２０～１８：０５
 第２時限 １８：１０～１８：５５
 給食 １８：５５～１９：２５
 第３時限 １９：２５～２０：１０
 第４時限 ２０：１５～２１：００
 部活動 　　　　　～２１：５０

入学式、対面式、避難訓練、遠足、修学旅行、セーフティ教室、
農芸祭、球技大会、生徒総会、収穫祭、送別会、手話教室

運動部
バドミントン部・バスケットボール部・テニス同好会・卓球同好会
文化部
園芸部・音楽部・和太鼓部・漫画研究部・ボランティア同好会

大学・短大 東京農業大学、東洋大学、専修大学、目白大学、創価大学　他
専門学校 織田調理師専門学校、赤堀製菓専門学校、武蔵野調理専門学校、
 二葉製菓専門学校、新宿調理専門学校、日本美容専門学校、
 東京電子専門学校、大原情報ビジネス専門学校、
 東京都立中央・城北職業能力開発センター　他
就職 青木組、銀座ルノアール、東京リスマチック、ガーデンベーカリー、
 若林製本工場、羽田空港グランドサービス、
 ジャックポットプランニング、CTM サプライ、創生事業団、
 タカセ洋菓子、東心総合警備保障、日産カーレンタルソリューション、
 大和運輸東京支社、石神井丸正食品、アズパートナーズ、東住建　他

　農芸高校は普通科では学べない農業に関する授業があります。１年生の「農業と環境」では、農業科の先生
が４人もついて、とても手厚く、分からないところがあると、すぐに先生が来てくれて、分かりやすく教えて
くれます。２年生の総合実習では、草花と野菜でグループに分かれて、毎週交代で授業を行います。最初はグ
ループ分けに慣れずに、畑集合なのに温室に行ってしまうこともありました。行事では収穫祭が 12 月にあっ
て、先輩や後輩と仲良くなれます。競技大会もあって、他学年との交流もいっぱいあります。農芸高校のいい
ところは、先生と生徒の距離が近くて話しやすく、授業を受けているのがとても楽しいです。 （女子）

　農芸高校ということで、農業や草花、食品、園芸について学ぶことができ、普通科の学校では経験できない
実習や授業ができること、栽培した野菜や観葉植物、製造した食品を持ち帰ることができるのも、他の学校に
はない良い特徴だと思います。学校生活を充実させ、有意義なものにするため、普段の授業や部活動はもちろ
ん、行事や委員会にも積極的に取り組み、目指す進路に向けて頑張りたいと思います。 （男子）

教育課程

授業時程

学校行事

部活動・同好会

進路状況

生徒から

教育課程表



◆JR中央線「西荻窪」から
　徒歩２０分または
　関東バス[系統西50] 「井荻」行　農芸高校前下車
◆JR中央線「荻窪」から
　西武バス[系統荻14]「石神井公園」行　農芸高校下車

◆西武新宿線「上井草」から
　徒歩10分
◆西武池袋線「石神井公園」から
　西武バス「荻窪」行　農芸高校下車
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〒167-0035
東京都杉並区今川3 - 25 - 1
TEL 03 (3399) 0191 (代)
FAX 03 (3399) 3996

東京都立農芸高等学校
定時制課程HP　　➡

所

在

地

都立 
農芸高校 

 
[本校舎] 

本校舎は 
ここです 

 

東京都立農芸高等学校 アクセスマップ


